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第９回となる「全国ホームタウンサミット」が１１月１日山形県の天童市で開催されました。大会趣旨には「スポーツを通じ

たまちづくりとＪリーグの提唱する百年構想の実現に向け、全国のホームタウン関係者の交流・連携を図ることを目的とする」

とあります。参加者はクラブ・行政・後援会・ボランティアなどさまざまで、今回は２２クラブの関係者が集まり、大会事務

局メンバーのほか、地元の青年会議所や大学生が運営をサポートしてくれました。その実に中身の凝縮したサミットを振り返

ります。開会式のあとは、Ｊリーグやバレーボール協会の理事である元バレーボール選手の三屋裕子さんの基調講演で、テー

マは「プロスポーツと地域をつなぐ」でしたが、スーツ姿で元気良く登壇してから終わるまで、非常に熱く語ってくれました。 
【 基調講演要旨 】 
 今、小学校・中学校で優秀なバレー選手が高校で、高校生が大学で、大学生が社会でバレーを止めてしまう「バーンアウト

（燃え尽き）症候群」と呼ばれる現象がみられます。それは、スパルタ指導によって楽しくないと感じたり、進学した学校や

地域に指導者やチームが無かったり、と取り巻く環境が悪化していることが原因で、従来は学校と企業が牽引してきたスポー

ツに限界がみえてきているのです。こうした状況や、高齢化社会の中での健康づくり・福利厚生などの問題も含め、「スポーツ」

は「地域」と（一緒に）何ができ互いにどう支えあえるのでしょう。私は「スポーツ」が関われることはたくさんあると思い

ますが、まず優先すべきは「地域」が目指す姿が明確であり、そこに「スポーツ」がどう関わるかを考えることが大切で「ス

ポーツ」が振興すれば「地域」が振興するというのは間違った考え方だと思います。 
後期高齢者保健や介護の問題など、今の日本にはわくわく感がありません。更に肥満や認知症、骨粗しょう症・骨折などは

全て運動とかかわっており、コミュニケーションを良くし運動することで避けられるものです。ただ（残念なことに）高齢者

にスポーツをと言っても私には無理とか、運動神経がゼロだからとアレルギー反応を示す人多くハードルが出来てしまってい

るのが現状です。だからこそ、中高年やジュニア（段階から）のスポーツを考えることが大切といえます。 
一方で子供達にはスポーツを「する子」と「しない子」の２極化がみられます。「しない子」が生まれる理由は「サンマ」と

いわれますがわかるでしょうか？ ひとつは塾通いなどで「時間」がないこと。自由に遊べる場所、つまり「空間」がないこ

と。そして遊ぶ「仲間」がいない、という「時間・空間・仲間」をさします。こうした状況から専門家たちは「子供の脳が危

ない」と指摘しています。たとえば昔と違い手伝いをすることが無くなり、そこで失敗をする経験がなくなっています。子供

達は失敗の積み重ねで「工夫したり」「知恵をつけたり」「心の強さ」を身につけてきました。現在は大人が失敗の芽を摘み取

ってしまうため、成長してからの失敗が挫折につながりやすくなっています。また、スポーツをやらない子供達は「肥満」と

「きれる子」になりブレーキが利かなくなり、びっくりするような凶悪犯罪が起こっています。これらは知っているがやった

ことがないなど体験の少なさも原因と考えられます。スポーツは「見る」・「応援する」だけではなく「する」こともとても大

切なのです。             
 

プロとアマチュアは何が違うのでしょうか。もともとアマチュアとは「アマトール」、

つまり「愛するもの」が語源とされています。（ですから）スポーツのアマチュアと

は「スポーツを愛するもの」ということになります。アマチュアの中で特に突出して

優れたものがプロであり、プロこそは真のアマトールなのです。プロの素晴らしい試

合をみることで「共感や感動」を得て、「模倣」から「創造」につながること、それ

が人々が運動に対して行動するひとつの流れだと思います。私たちの時代は男の子は

「巨人・大鵬・卵焼き」であり、女の子は「サインはＶ」「アタックＮＯ．１」でバ

レー人気が盛り上がりました。トップの選手が勝ったときの姿を見て、子供達はかっ

こいいと思いまねをしたのです。たくさんの言葉を使うよりもトップスポーツを見る

ことには大きな力があります。 
 
                                     私は長期的な卒業のないスポーツプログラムを早期に作る必要があると思います。

そのためにいろいろな人たちの価値観を取り入れ複合的なものにする必要がありま

す。そのひとつとして「総合型スポーツクラブ」が多種目・多世代のものとして誕生

していますが、残念ながら「受益者負担」という考えがなかなか根付きません。 
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しかし、健康問題は自分たちでお金をだしてスポーツのプログラムを受ける時代になると思います。今後は学校・地域・企業 
が融合し既成の概念にとらわれずに全体で子供達を育てることが大切です。 
 プロは「地域の人がしてほしいと思うことをまずしてあげる」ということが大事で、そのことに対して「クラブ」「ボランテ

ィア」「地域の人」はどう関わっていけるのかを考えることで、それぞれが意義のある存在になるでしょう。         
 スポーツこそインテリジエンスがないとできません。いろいろな人とお付き合いをして相手を察して自分の行動を決めてい

く。チームで行う球技ではボールを持っていない人の動きが重要ですし、ボールをなげて取るという動作だけでも素晴らしく

頭脳を使っているのです。まずはそのことをたくさんの人に理解して欲しいと思っています。 
 （もう一度繰り返しますが）自分たちの地域をどんな活動をしてどんな町にしたいのか。そこにスポーツがどう関わってい

くのか、関われるのか。自分はどう関わっていくのかを考えることが何より大切です。そして、関わった人が自分なりのスポ

ーツの価値観をぜひ作って欲しいと思います。 
 
【 分科会報告 】 

分科会は参加者が「クラブチームと地域の融合」「ボランティア団体同士の融合」というふたつのテーマについて８つのグル

ーブに分かれて意見交換をしましたが、ここでは、私の参加した「クラブチームと地域の融合」をテーマとした第１班からの

報告です。全体では１０クラブが参加、冒頭の自己紹介に始まりどのように「いい関係を作るか」、ということについて互いに

活動の状況を話し合いました。クラブや行政からの参加者からは「ホームタウン活動」の事例として、スクール訪問やサッカ

ー大会の主催、社会人授業・介護予防活動への参加・招待事業などが紹介され、地域というよりもボランティアや後援会の活

動としては、イベントのサポートやホームゲーム時の活動内容などが紹介されました。ほぼ一巡してからは互いの質問合戦と

なり、「ボランティアの処遇・クラブとのコミュニケーション」「婦人会として何が出来るか」「後援会について」「Ｊリーグ百

年構想」などやや当初のテーマとはズレたかもしれませんが、率直な意見交換が行われました。その中で感じたのは基調講演

で三屋さんが提案したように、「地域のめざすもの」に対して「スポーツ（クラブ）は何が出来るのか」という視点と、その中

でそれぞれポジションの違う行政や後援会、ボランティアがどのように活動すべきか改めて考えることが大切ということでし

た。互いが何か足りないものを求め合うだけではなかなか進展はないのかもしれません。それぞれの目標を理解し合い、そこ

に至る段階を作り上げ、可能な範囲で一過性ではなく着実に支えあう仕組みを考え実行できたら、そこに関わる人も肩に力を

いれ苦しげな顔をするのではなく、笑顔で活動できるのかもしれません。そこで大事になるのが、様々な地域の情報交換、出

来るところは学びあい・助け合っていけたなら「百年構想」の実現は意外に早くなるように思います。 
 
【 交流会報告 】 
分科会のあとはお待ちかねの交流会です。しばらくぶりに会う仲間、初めて会う人、立食ですので、多くの人が自由に動き回

りあちこちで会話がはずんでいます。中央のステージでは順番にクラブの紹介があり、中には漫才をする人もいれば、オーク

ションを始める人もいてなかなかにぎやかでした。 
 ここにはクラブのスタッフもいれば、行政、ボランティア、後援会などさまざまな立場の人がいて人が人をつないでくれま

す。その日だけを考えれば短い時間ですが本当の付き合いはそこから始まると考えれば本当に貴重な時間と言えます。会場で

川崎フロンターレの担当者が、ホームスタジアムである等々力競技場の改修のための署名への協力を呼びかけていました。多

くの人が気軽に協力している姿が、勝負事の世界ではあっても人間同士は仲間でありたいという思いを象徴していると感じま

した。 
 交流会の最期に第１０回となる来年のホームタウンサミットの開催地が「新潟」に決まったことが報告され、サミット旗が

天童から新潟に引き渡されました。こうして「思い」はつながっていくのです。交流会のあとは、二次会で深夜までとことん

話す人、温泉地天童の良さを風呂に入って味わう人、とさまざまだったようです。 
                                                                                                                         

 

 

 

 

 

 

 

◆ 全国ホームウンサミットｉｎ天童 概要 ＜主催者資料より＞  開催テーマ 「 Ｙｏｕ－Ｇｏ（融合） ～ スポーツで笑顔の絶えないまちへ 」「 

   ※ 開催月日 ２００８年１１日１日（土）  ※ 開催地 山形県天童市  ※ 主催 ホームタウンＴＥＮＤＯ推進協議会 

   ※ 参加クラブ数 ２２  ※ 参加者数 ２１５名 




